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概要 
本研究は、9 ⽉中旬にフランスのパリ 15 区にあ

るアンドレ・シトロエン公園（図 1）の現地調査

を⾏った。庭師ジル・クレマンの「庭は⾵景と環

境を同時に含み、⼈間と⾃然の関係の現実であ

る」（⼭内、2013）という思想を理解するためで

ある。今回の調査では、アンドレ・シトロエン公

園以外の彼の設計した庭もいくつか訪問した。 

⽇時：2023 年 9 ⽉ 12 ⽇〜22 ⽇ 

参加者：⼤国絢美、茂⽊真琴 

 
図 1：アンドレ・シトロエン公園 動いている庭 

（撮影者：申請者） 

訪問先 
ジル・クレマン設計 
・アンドレ・シトロエン公園 
・ケ・ブランリ美術館 
・アンリ・マティス公園 

・ジュアン公園 
その他 
・リュクサンブール公園 
・チュイルリー庭園 
・パレ・ロワイヤル庭園 
・ヴィヴェエンヌ庭園 
・レコレ庭園 
・モリエール庭園  など 
 
活動成果 
本調査の⽬的は、模型制作のために資料だけで

は不⾜している視覚的・⾝体的情報を、現地で収
集することであった。そのため、現地ではスケッ
チや画像・動画撮影などを⾏い観察した（図
2,3）。フィールドワーク中の匂いや⾳などのその
場で感じ取れた臨場感もメモに残すなどして、帰
国後の制作に活かせるようにした。 

 
図 2：動いている庭のスケッチの様⼦ 



（撮影者：申請者） 

 
図 3：実際のスケッチ（作成者：申請者） 

 
現地調査から、来園者が庭をさまざまな⽤途で

使っていることがわかった。また⼈が訪れている
ことで、徐々に植栽の場所が変化していったこと
が、調査をして明らかになった。庭の使われ⽅は
彼の著書『動いている庭（⼭内朋樹訳）』に「こ
の公園の空間構成は、庭師のみではなく来園者が
⼀部になっており、時とともに展開していく」と
述べている。来園者はヨガ、ランニング、休憩、
ランチなど多様な活動していた。これら活動は、
時間帯や天候によって来園者の年代や活動内容が
変わり、それに伴い空間も変化していた 

そして、公開以降 30 年を経過した庭の道と構
想時の図⾯に書かれた道を⽐べ、若⼲の差異が出
てきていることが読み取れた（図 4）。平⾯図で
は書かれていない植栽が⽣えていたり、道ができ
ていたりした。これら現在の植物の群⽣から、ゆ
っくりと⻑期的に空間が変動していったことが読
み取れた。 

 
図 4：『動いている庭』(⼭内朋樹訳)に掲載されている 

動いている庭の平⾯図に歩ける場所を書いた様⼦ 

今後の研究計画 
今後の研究計画は、今回の調査を通して得られ

た情報を他者へ共有できるようなプロダクトを作
成する予定である。また、訪問による気づきや発
⾒をレポートや評論など⽂章でもまとめる。 
当初は模型を作成する予定だったが、模型によ

る表現が妥当か疑問になったため、他の表現⽅法
を模索している。そのため、現在は調査中の気づ
きや発⾒を⾒直している。年度末の⽯川初研究会
主催の展⽰会に向けて成果品を完成させる予定で
ある。 
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